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１．計画策定の目的と
位置づけ等

（１）計画策定の目的

（２）計画の位置づけ

（３）計画策定スケジュール



１．計画策定の目的と位置づけ等

（１）計画策定の目的

・平成８年度 北広島市住宅マスタープラン策定（第一期）
都市計画、福祉や産業などの広範な行政分野と市民・企業
が連携した住宅施策を展開 ※平成15年度見直し

・平成26年度 北広島市住生活基本計画策定（現行計画）
住生活基本計画（全国計画）【平成22年度策定】や
北海道住生活基本計画【平成23年度見直し】の方向性を踏まえ、
住み替え支援や空家対策等を重点とした住宅施策を推進
策定計画期間：平成27年度から令和６年度

・令和６年度 新たな住宅マスタープランを策定

【参考】国や北海道の状況

・国：住生活基本計画（全国計画）を平成18年に閣議決定

幾度かの改定を経て、令和３年３月に新たな住生活基本計画を策定

計画期間：令和３年度から令和12年度まで

・北海道：住生活基本計画（全国計画）の策定をふまえ令和４年３月に改定

計画期間：令和３年度から令和12年度まで
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１．計画策定の目的と位置づけ等

住生活基本計画は、本市の住宅施策に関する基本計画

【上位計画】北広島市総合計画（第６次）

【整合】住生活基本計画（全国計画）、北海道住生活基本計画

【連携・整合】

都市計画マスタープラン、空家等対策計画 など
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（２）計画の位置づけ

住生活基本計画

（全国計画）

【国・北海道の計画】 【北広島市の計画】

北広島市

公営住宅等長寿命化計画

都市計画マスタープラン

立地適正化計画

空家等対策計画

都市景観形成基本計画

環境基本計画

地域福祉計画

子ども・子育て支援プラン等

北広島市総合計画（第６次）

北広島市住生活基本計画整合

連携

連携

北海道

住生活基本計画



・住生活基本計画の策定スケジュールは以下のとおり

１．計画策定の目的と位置づけ等

（３）計画策定スケジュール

10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20

調査項目検討

調査票作成

調査準備

調査

入力・集計

分析

10月9月8月

(4)北広島市の住生活

　課題の抽出・整理

(3)これまでの

　住宅施策の検証

作業項目

(2)住生活に係る

　現状と課題の分析

5月

策定検討委員会等の

運営支援 策定委員会

作業部会

北広島市住生活ミライ会議【独自提案】

検証シート作成

打合せ協議

(5)住生活の基本方針と施策目標の検討

(7)実施体制や運用方針の検討

重点施策の設定

住まい・住環境施策の展開

仮説した課題の検証

課題の仮説

照会結果とりまとめ

所管課に照会

計画書の作成

(6)住宅施策の整理・

　重点施策の設定

住宅・住環境の調査

パブリックコメント

案作成

最終整理

公的住宅に係る現況調査

7月

地域特性を表す

キーワードの抽出

上位関連計画の整理

市民の住まいに

関する意識調査

6月 2月1月 3月12月11月

人口など、キーワードに関係しないなものからスタート

①

①

②

②

③

③

① ② ③ ④ ⑥⑤

実施
★

同時

開催

納品

会議予定

・第３回作業部会は8月下旬
併せてミライ会議を開催
・第２回策定委員会は10月中旬
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２．住宅政策の変遷と
上位・関連計画の状況

（１）国におけるこれまでの住宅政策

（２）国の動向

（３）北海道の住生活基本計画

（４）北広島市の上位・関連計画



２．住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況

・戦後と高度経済成長期における住宅難の解消

住宅建設を強力に推進

戦後 ～ 昭和40年代

安定成長期
～バブル経済期

・住宅数が世帯数を上回る
・一戸建住宅取得の志向，終身雇用・年功序列型
賃金体系

良好な居住水準と住環境の確保

バブル崩壊
～平成10年代

・土地神話・終身雇用の崩壊
・少子高齢化の進行，情報化社会の移行，
グローバル化

・地球環境制約の増大

多様な居住ニーズへの対応

近年 ・人口・世帯減少社会の到来
・住宅困窮者の多様化・増加
・高齢者世帯の増加
・住宅ストックとニーズのミスマッチ
・環境問題，資源・エネルギー問題の深刻化

豊かさを実感できる住生活の実現に
向けた取組

(Ｓ41～Ｓ50年度)
1・2期住宅建設五箇年計画

(Ｓ51～Ｈ7年度)
３～６期住宅建設五箇年計画

(Ｈ8～Ｈ17年度)
7～８期住宅建設五箇年計画

(Ｈ18年度)
住生活基本法の施行

(Ｈ18年度～)
住生活基本計画
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（１）国におけるこれまでの住宅政策



２．住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況

① 住生活基本計画（全国計画）（R３年度～R12年度）

【３つの視点と８つの目標】

１．「社会環境の変化」からの視点

目標１ 「新たな日常」やDXの進展等に対応した新しい住まい方の実現

目標２ 頻発・激甚化する災害新ステージにおける安全な住宅・住宅地の形

成と被災者の住まいの確保

２．「居住者・コミュニティ」からの視点

目標３ 子どもを産み育てやすい住まいの実現

目標４ 多様な世代が支え合い、高齢者等が健康で安心して暮らせるコミュ

ニティの形成とまちづくり

目標５ 住宅確保要配慮者が安心して暮らせるセーフティネット機能の整備

３．「住宅ストック・産業」からの視点

目標６ 脱炭素社会に向けた住宅循環システムの構築と良質な住宅ストック

の形成

目標７ 空き家の状況に応じた適切な管理・除却・利活用の一体的推進

目標８ 居住者の利便性や豊かさを向上させる住生活産業の発展
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（２）国の動向



２．住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況

② 主な関連法制

１）空家等対策の推進に関する特別措置法の制定（H27年５月完全施行、令和５年一部改正）

国による基本指針や市町村による計画の策定等、空家等についての情報
収集、空家等およびその跡地の活用、特定空家等に対する措置、地方自
治体への財政上の措置および税制上の措置等

２）住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律
（住宅セーフティネット法）の改正（H29年10月施行）

民間の空き家・空き室を活用し、住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃
貸住宅の登録制度の創設等

３）マンションの建替等の円滑化に関する法律の改正（R３年12月施行）

マンション除却の必要性に係る認定対象の拡充、団地における敷地分割
制度の創設等

４）マンションの管理の適正化の推進に関する法律の改正（R４年４月施行）

マンション管理適正化推進計画制度、管理計画認定制度、管理適正化の
ための指導・助言等
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（２）国の動向



２．住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況

【３つの視点と９つの目標】

１ 「居住者」からの視点

目標１ 安定した暮らしにつながる住まいの確保

目標２ 子育てしやすく、住み続けられる暮らしの実現

目標３ 多様でいきいきと暮らせる住生活の実現

２ 「防災・まちづくり」からの視点

目標４ 安全安心で災害に強い住生活の実現

目標５ 持続可能でにぎわいのある住環境の形成

目標６ つながりと生きがいを創出できる地域コミュニティの形成

３ 「住宅ストック・事業者」からの視点

目標７ 脱炭素社会の実現に向けた持続可能で豊かに暮らせる良質な住宅ス

トックの形成・循環

目標８ 地域の活性化につながる空き家の解消

目標９ 活力ある住生活関連産業の振興
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（３）北海道の住生活基本計画 （R３年度～R12年度）



上位・関連計画

◆北広島市総合計画（第６次）

◆第２期北広島市まち・ひと・しごと

創生総合戦略

◆北広島市都市計画マスタープラン

◆北広島市立地適正化計画

◆駅西口周辺エリア活性化計画

◆北広島市第5期地域福祉計画

◆第2期北広島市子ども・子育て支援プラン

◆北広島市地域防災計画

◆第3次北広島市犯罪のない安全で安心な
まちづくり推進計画

◆北広島市教育振興基本計画

◆第3次北広島市環境基本計画

など

上位・関連計画に記載されている
住まい・住環境の方向性

２．住宅政策の変遷と上位・関連計画の状況

（４）北広島市の上位・関連計画

①誰にとっても優しい住まいと
居住環境の形成

②地区のコミュニティや高齢
福祉を支える機能の誘導

③災害に対応できる安全な
住まいや住環境の構築

④豊かな自然環境など、地域の
魅力を活かした移住・定住の促進

⑥北広島団地における
多世代居住の推進

⑤空家や中古住宅の流通促進（ライフ
ステージに応じた住み替えの支援）

⑦新たな人の流れへの対応
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３．現行計画の進捗状況

詳細は別紙1 P3～、別紙3



３．現行計画の進捗状況

P13

基本目標１ 誰もが安心して住み続けられるまち

基本目標２ 良質な住宅ストックの形成と有効活用

基本目標３ 豊かな自然環境を生かした持続可能な
住環境

・住み替え支援やFビレッジ建設に伴うまちなか居住など、年代や世帯構
成の状況に合わせた暮らしやすい居住環境づくりを実施

・今後は住み替え支援を拡充しつつ、北広島の都市づくりの動向に合わせ
た幅広いライフスタイルに対応できる取組を推進

・空家や中古住宅の流通促進に関する取組のほか、市営住宅の計画的な維
持管理をはじめとした既存ストックの良質化に関する取組を実施

・昨今の市民ニーズを踏まえて個別の取組を拡充・強化するほか、北海道
やUR等関連団体との連携についても検討

・都市計画分野と連携した居住環境向上のための取組ほか、冬季も含めて
北広島らしく、安全で魅力的な暮らし方を実現するための取組を実施

・マンションの適正管理や省エネ・再エネに関する取組に注力するほか、
UR等と連携した魅力ある住宅地の形成を推進



４．住まいに関する
アンケート調査

詳細は別紙1 P13～、別紙2



４．市民アンケート

アンケート調査の概要

１． 調査概要

（１） 調査対象

北広島市内に居住する満18 歳以上の世帯主 1,１00 世帯

（住民基本台帳により無作為に抽出）

（２） 調査方法

・主にWEB回答 依頼文を直接郵送

・役所にて直接配布、郵送回収（WEB回答が難しい住民）

（３） 調査期間

令和 ６ 年 ７ 月 １日（月）～令和 ６ 年 ７ 月２１日（日）

（４）回収率

377票（うち、16票は紙面）

（配付数1,100票 回収率34.2％）
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①東部地区 28.9%

②北広島団地地区

32.9%

③西の里

地区

9.8%

④大曲地区 23.1%

⑤西部地区 5.3%(n=377)①18～29歳 5.8%

②30～39歳

15.9%

③40～49歳

14.9%

④50～59歳

16.7%

⑤60～64歳 8.2%

⑥65～69歳

11.9%

⑦70～74歳

9.0%

⑧75歳以上

17.5%

(n=377)



４．市民アンケート

アンケート調査の概要
２．調査結果概要
【住まいや住環境の満足度】現行計画策定時と比較して大部分の項目で増加。

不満の割合は「省エネ性能」、「住宅・土地の情報入手」など一部の項目で増加。

【住まいの確保】市内の仲介業者を利用した回答者は少ない。

【今後の住まい】定住希望者が多く、「現状と変わらない住まい」を望む回答が多い。
「リフォームして住み続ける」回答も一定数見られ、自身の高齢期に備える住まい方を考え
ている回答者が多い傾向。

【転居希望】「札幌市」への転居希望者が多いが、「東部地区」、「北広島団地地区」への転居
希望も一定数見られる。これらは生活環境の充実に関する要望が他の地区に比べて多い傾向。

【高齢期の住まい方】「自分だけ、または配偶者だけで暮らしたい」と考える回答者が多く、
「現在の住宅に住み続ける」希望が多い。「住まいのバリアフリー化」、「訪問介護」、
「除雪や買い物代行など生活支援サービス」のニーズが多い。

【現在の住まい】将来的に「賃貸」、「売却」を考える回答者が一定数いる。

【住まいの省エネ対応】「冷暖房の温度設定の調整」、「LED照明への交換」など、身近な
取組に対するニーズが高い。

【今後の住宅施策】「冬でも暮らしやすい住環境」、「公共交通の充実」、「若い世代の
定住・転入促進」、「JR北広島駅を中心とした居住環境整備「のニーズが高い。 P16



５．北広島市の住生活を
取り巻く現状と課題

詳細は別紙1 P18～、別紙4



５．北広島市の住生活を取り巻く課題

課題の仮説（整理の考え方）

・国の動向や国・北海道の住生活基本計画（P7～10）

・北広島市の上位計画・関連計画（P11）

・現行計画の進捗状況（P13）

・北広島市の住生活を取り巻く課題（P19～）

国の統計値、令和６年度実施の市民アンケート

（社）北海道マンション管理組合連合会ヒアリング（8/6実施）

課題の仮説

抽出した現況を８個の包括的な課題、17個の個別課題に整理
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５．北広島市の住生活を取り巻く課題

課題の仮説（体系図）
現状（一部抜粋） 課題（大項目） 個別課題（小項目）

・人口減、R12年に6万人に増加する推計

・少子高齢化が進行、子育て世帯減少
課題１ 現在の居住者の

住まい方への対応

課題1-1 現在の居住者が住みやすく、住み続けられる住まい、居住環境の
形成が必要（変更）

・年収300万円未満世帯の割合が増加

・著しい困窮年収水準未満の世帯数は今後減少
課題1-2 住宅確保要配慮者の居住支援が必要（新規）

・星槎道都大学の市内居住者は一定数みられる

・Fビレッジ、ラピダス、医療大移転による新たな

住宅需要の見込み

課題２ 新たな居住ニーズ

への対応

課題2-1 学生の住まいへの対応が必要（新規）

課題2-2 再開発に伴う働き手の住まいへの対応が必要（新規）

・北海道胆振東部地震では、計355棟の住家被害

が発生

・Ｒ５年の粗暴犯、窃盗事件の件数が増加

課題３ 安全・安心なまち

づくりへの対応

課題3-1 災害に強い居住環境の形成が必要（変更）

課題3-2 治安の良い居住環境の形成が必要（新規）

・緑、自然への市民意識が高く、BPができたこと

により、質の高い景観への意識が高まっている

課題４ 脱炭素化に向けた

まちづくりの対応

課題4-１ 居住環境における脱炭素化に向けた取組の促進が必要（新規）

課題4-2 自然豊かな景観を生かした魅力あるまちづくりが必要（変更）

・北広島団地地区、西部地区は「コミュニティ形成

地区」に位置付け

・北広島団地地区とFビレッジ周辺への重点的な

居住誘導が求められている

課題５ まちづくりに対する

ニーズへの対応

課題5-1 暮らしの魅力を高める地域の拠点形成が必要（新規）

課題5-2 まちなかの賑わい創出が必要（新規）

・北広島団地を中心に空き家数は増加

・空き地、空家バンクは順調に運営

課題６ 増加する空家への

対応

課題6-1 空家の発生抑制と適切な管理に向けた取組が必要（新規）

課題6-2 空家・空き住戸における活用の検討が必要（新規）

・H12年以前建築の住宅割合が高い

・中古住宅は築後30年以上が約半数 課題７ 進行する住宅の

老朽化や陳腐化への対応

課題7-1 既存住宅ストックを有効に活用できる住宅市場の形成が必要
課題7-2 民間住宅の質向上に向けた取組が必要（新規）

・築約30年のマンションは全棟数の約６割 課題7-3 マンションの適正な維持管理に向けた取組が必要（新規）

・10年間で耐用年数経過の団地が発生

・R13年目標管理戸数に向け戸数の適正化

課題８ 公営住宅の適正な

維持管理への対応

課題8-1 市営住宅等の長寿命化が必要（新規）

課題8-2 市営住宅等の管理戸数の適正維持が必要（新規）

★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

P19



hito

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

課題の仮説（課題の関係性）

P20

ひとの視点

まちの視点 いえの視点

現在の居住者が住みやすく、
住み続けられる住まい、居住環境の形成が必要

自然豊かな景観を生かした
魅力あるまちづくりが必要

治安の良い居住環境の
形成が必要

空家の発生抑制と
適切な管理に向けた取組が必要

空家・空き住戸における
活用の検討が必要

既存住宅ストックを有効に
活用できる住宅市場の形成

マンションの適正な維持管理
に向けた取組が必要

災害に強い居住環境の
形成が必要

居住環境における脱炭素化
に向けた取組の促進が必要

住宅確保要配慮者の
居住支援が必要

市営住宅等の長寿命化が必要

市営住宅等の管理戸数の
適正維持が必要

まちなかの賑わい創出が必要 学生の住まいへの対応が必要

再開発に伴う働き手の住まいへの
対応が必要

図10 北広島市を取り巻く課題（小項目）

民間住宅の質向上に
向けた取組が必要

暮らしの魅力を高める
地域の拠点形成が必要



５．北広島市の住生活を
取り巻く現状と課題

別紙1（抜粋）



P22
図14 現在お住まいの地区に住み続けたい意向 図15 転居したい主な理由

課題1-1 現在の居住者が住みやすく、住み続けられる住まい、

居住環境の形成が必要

・北広島市に住み続けたいと思っている回答者は約８割

・一方で、転居したいと思っている回答者は約２割おり、買い物や交通の

利便性、高齢期の暮らしの不安を理由としている方が多い

課題１ 現在の居住者の住まい方への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アンケート

出典ともに：市民アンケート

①ずっと住み続けたい

40.6%

②当分は住み続けたい

44.0%

③できれば転

居したい

13.0%

④転居予定 2.4%
(n=377)

①買物や交通の利便性

がよくない 39.7%

②通勤・通学が不便

3.4%

③高齢期の暮らし

を考えると不安

19.0%④子育ての際に不便

（保育施設や公園が少

ないなど） 1.7%

⑤安全性など、住環境

に問題がある 6.9%

⑥転勤など、職場の変化

3.4%

⑦子どもなど、家族と同

居予定 5.2%

⑧その他 20.7%転居したい主な理由

(n=58)
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図21 同居する親がいる回答者の

高齢になった親との住まい方に関する希望

課題1-1 現在の居住者が住みやすく、住み続けられる住まい、

居住環境の形成が必要

・同居する親のいる回答者が考える親との住まい方は、「同じ住宅での同居が望ま
しい」が約３割で最も多い。

・一方で、自身が高齢になった際の暮らし方では、「自分だけ、または自分と配偶
者だけで暮らしたい」が約5割で最も多い。

課題１ 現在の居住者の住まい方への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アンケート

出典ともに：市民アンケート

図22 自身が高齢になった際の暮らし方の希望

①同じ住宅での同

居が望ましい

25.4%

②二世帯住宅が

望ましい 10.5%

③徒歩５分程度の

場所に住むのが望

ましい 16.7%

④同じ市内に住

むのが望ましい

15.8%

⑤離れて住むのが

望ましい 7.9%

⑥今は考えてい

ない 20.2%

⑦その他 3.5%

(n=114)

①自分だけ、または自

分と配偶者だけで暮ら

したい 53.8%

②子ども世帯と同居し

たい 4.8%

③子ども世帯の近くで

暮らしたい 11.1%

④気の合う友人や仲間

と一緒に暮らしたい

2.7%

⑤今は考えてい

ない 24.4%

⑥その他 3.2%

(n=377)
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図26 現在の住宅に住み続けるために

最も重要なこと
図25 生活に手助けが必要になったとき（高齢期）

の住宅について

課題1-２ 住宅確保要配慮者の居住支援が必要

・生活に手助けが必要になっても、現在の住宅に住み続けたいと思っている

回答者は約4割

・現在の住宅に住み続けるために重要なことでは、「除雪や買い物代行などの生活
支援サービス」が最も多く、「住宅・住環境のバリアフリー化」「訪問介護など
の福祉関連サービス」がこれに続く。

課題１ 現在の居住者の住まい方への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アンケート

住み続けるために

最も重要なこと

出典ともに：市民アンケート

①現在の住宅に住み続け

る 36.3%

②家族や親せきの

家へ転居 1.6%

③民間賃貸住宅（    

 ・     ）へ転居 4.8%

④ＵＲ賃貸住宅（旧公団

住宅）へ転居 1.1%

⑤道営・市営住宅

へ転居 5.6%

⑥高齢者向け設備

やサービスが整っ

た住宅へ転居

19.4%

⑦老人ホーム

等の高齢者福

祉施設に入る

15.4%

⑧高齢期の住ま

い方についてよ

くわからない

13.8%

⑨その他 2.1%

①今のままでよい

19.7%

②住宅・住環境の

       化（段差解

消、手すり設置な

ど） 22.6%

③訪問介護などの福祉関

連サービス 22.6%

④緊急通報システムや安

否確認などの見守り

4.4%

⑤除雪や買い物代

行などの生活支援

     30.7%

(n=377)
(n=137)
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図27 高齢者が安心して暮らすために最も重要なこと

課題1-２ 住宅確保要配慮者の居住支援が必要

・高齢者が安心して暮らすために重要なことでは、「福祉サービスなどを
利用しやすい高齢者向けのサービス付き住宅等の整備」が最も多く、
「高齢者のための住宅やサービス等に関する情報提供・相談窓口の充
実」「生活利便性の高い地域の賃貸住宅等に住み替えできる仕組み」が
これに続く。

課題１ 現在の居住者の住まい方への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アンケート

出典：市民アンケート

①高齢者の生活に対応

した住宅のバリアフ

リー化（段差解消、手

すり設置など）の促進

（助成など） 15.1%

②福祉サービスなどを

利用しやすい高齢者向

けのサービス付き住宅

等の整備 22.3%

③生活利便性の高い地

域の賃貸住宅等に住み

替えできる仕組み(持ち

家の適切な処分・活用

の支援等) 16.2%

④高齢者のための住宅

やサービス等に関する

情報提供・相談窓口の

充実 17.2%

⑤安心して暮らせる福

祉のまちづくり（道路

や施設の段差解消な

ど）の推進 12.5%

⑥高齢者が安心して暮

らせる地域コミュニ

ティの形成 10.9%

⑦その他 5.8%

(n=377)



課題２ 新たな居住ニーズへの対応

課題2-1 学生の住まいへの対応が必要

・北広島市に住む星槎道都大学の学生は一定数みられる

・医療大学の移転に伴う市内移転を見据え、大学との連携協定

出典：北広島市HP

図28 学生の市内移転を見据えた北海道医療大学との連携協定

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

P31

★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

関連資料



課題２ 新たな居住ニーズへの対応

課題2-2 再開発に伴う働き手の住まいへの対応が必要

・Fビレッジ、ラピダス関連の建設、医療大学移転に伴い、

約5,000人に及ぶ住宅需要が見込まれている

図29 北広島市の新たな住宅需要

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

P32

★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

出典：北海道新聞

関連資料



課題３ 安全・安心なまちづくりへの対応

課題3-1 災害に強い居住環境の形成が必要

・最大の被害となる想定地震で、全壊295棟、半壊963棟と予測

・北海道胆振東部地震では、計355棟の住家被害が発生

・東部地区は、住宅地を含む広範囲が浸水想定区域に指定

東部・大曲・西の里地区の一部の住家が、土砂災害（特別）警戒区域内

に所在または近接

出典：北広島市地域防災計画（地震災害対策編）

図34 北広島市における災害の被害予想

関連計画等

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

出典：平成30年北海道胆振東部地震被害状況等報告書

P36

図35 北海道胆振東部地震における被害状況



課題３ 安全・安心なまちづくりへの対応

課題3-2 治安の良い居住環境の形成が必要

・R4年と比較しＲ５年の粗暴犯、窃盗事件の件数が増加

・子どもや女性が犯罪に巻き込まれる事件が発生

図36 令和5年 北広島市内で発生した刑法犯認知件数

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

P37

図37 令和5年 北広島市内で発生した重点犯罪認知件数

★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

出典ともに：札幌方面厚別警察署

統計
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図39 現在のお住まいに関する環境対策（省エネなどの対策）として、

今後取り組んでみたいと思うもの

課題４ 脱炭素化に向けたまちづくりの対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アンケート

出典：市民アンケート

課題4-1 居住環境における脱炭素化に向けた取組の促進が必要

・今後取り組みたい住まいの環境対策では、「暖房や冷房の設定温度を上
げすぎない、または、下げすぎない」が最も多く、「LEDなど省エネタ
イプの照明器具に交換」「給湯設備や電化製品などの買い替え」がこれ
に続く。

19.6

40.1

32.9

22.5

30.0

14.1

1.3

14.1

14.9

2.7

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①窓に断熱シールを貼るなどの工夫

②暖房や冷房の設定温度を上げすぎない、または、下げすぎ

ない

③LEDなど省エネタイプの照明器具に交換

④節水タイプのシャワーヘッドに交換

⑤給湯設備や電化製品などの買い替え（省エネルギー性能が

高いものへの買い替え）

⑥断熱性の高い建具への変更など、住宅の断熱性能を高める

ためのリフォーム

⑦壁面や屋上の緑化

⑧太陽光などの自然エネルギーを利用した設備の導入

⑨電力や熱量、燃料消費量などを可視化できる設備の導入

⑩その他

⑪取り組みたいと思うことはない
(n=377)



課題４ 脱炭素化に向けたまちづくりの対応

図40 市民アンケートから分かる北広島の景観
18歳以上の市民

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

関連資料

P40

課題4-2自然豊かな景観を生かした魅力あるまちづくりが必要

・「山並み、森林などの緑の景観」「ボールパーク通りの景観」に関する

満足度が高い

・子どもたちも緑の景観保全やにぎわいや魅力のあるまちづくりへ期待している

・緑、自然への市民意識が高く、BPができたことにより、質の高い景観への意識が

高まっている

出典：第１回北広島市景観計画策定等検討委員会 資料1より抜粋

★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

図41 北広島市がこんなまちになったらいいなと
思うこと（自由記述）小中学生・高校生

(n＝717)

(n＝618)



図43 急病や災害などで困ったときに頼れる人 図44 困ったときに頼れる人の居住地
P42

課題５ まちづくりに対するニーズへの対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アンケート

出典ともに：市民アンケート

課題5-1暮らしの魅力を高める地域の拠点形成が必要

・急病や災害などで困ったときに、同居している家族に頼ることのできな
い回答者が一定数みられる。

・同居している家族に頼ることのできない回答者について、頼れる人の居
住地は札幌市が約半数と最も多く、北広島市内に頼れる人がいる回答者
は約2割である。

①同居している家族

60.2%

②別居している家族

23.1%

③職場の同僚 1.6%

④民生委員 0.5%

⑤知り合い・友人 7.4%

⑥頼れる人はいない

5.6% ⑦その他 1.6%

頼れる人
の居住地

①徒歩５分

未満の近所

9.8%

②徒歩５分以上だが、

歩いて行ける距離の場

所 5.7%

③お住まいの地区（問

１（８））内 4.9%

④北広島市内 16.3%

⑤札幌市 39.8%

⑥隣接市町村（江別

市、恵庭市、長沼町、

南幌町） 5.7%

⑦北海道内

9.8%

⑧北海道外

8.1%

(n=377)
(n=123)



課題５ まちづくりに対するニーズへの対応

課題5-2 まちなかの賑わい創出が必要

・北広島団地地区と F ビレッジ周辺への重点的な居住誘導が

求められている（立地適正化計画）

・JR駅西口の再開発に伴うエリアマネジメントが期待される

図45 駅西口周辺エリアの事業構想

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

関連計画

P43

出典：駅西口周辺エリア活性化事業
市有地Ｂ 個別事業計画

★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題



課題６ 増加する空家への対応

課題6-1 空家の発生抑制と適切な管理に向けた取組が必要

課題6-2 空家・空き住戸における活用の検討が必要

・空き地、空家バンクの登録・契約実績について、空家賃貸の契約率は
100％、売却の契約率は約55％

・空地の契約率は約60％

統計

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

P45

出典：北広島市
図47 空き地、空家バンクの実施状況



課題６ 増加する空家への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

課題6-1 空家の発生抑制と適切な管理に向けた取組
が必要

・空き家を所有していない回答者がほとんどである。

・空き家の所有有無に関わらず、建物の老朽化や破損の進
行を悩みとしている回答者が最も多いが、空家所有者は
物品整理に関すること、空家未所有者は住環境に関する
悩み事が多い傾向である。

図48 空き家を所要している人の悩み事 図49 空き家を所要していない人の悩み事

出典：市民アンケート

出典ともに：市民アンケート P46

市民アン

ケート
空き家を所有している

3.7%

空き家を所有していない 96.3%

64.3 

7.1 

21.4 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 
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②地震・台風などにより破損・倒壊の可能性がある

③不審者の侵入などにより犯罪に繋がる可能性があ

る（火災など）

④敷地内の樹木が繁茂し、越境している

⑤ゴミの不法投棄や害虫・野生動物（ネズミなど）

の発生により衛生状況が悪化している

⑥近隣の景観や風景が悪化している

⑦相続が円滑に進まない

⑧家の中の物品を整理できない

⑨売却先が見つからない

⑩処分（解体）の資金が準備できない

⑪その他
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③不審者の侵入などにより犯罪に繋がる可能性があ

る（火災など）

④敷地内の樹木が繁茂し、越境している

⑤ゴミの不法投棄や害虫・野生動物（ネズミなど）

の発生により衛生状況が悪化している

⑥近隣の景観や風景が悪化している

⑦相続が円滑に進まない

⑧家の中の物品を整理できない

⑨売却先が見つからない

⑩処分（解体）の資金が準備できない

⑪その他

図56 空き家の所有について

(n=14) (n=363)

(n=377)



P49
図53 将来のお住まいについて

課題７ 進行する住宅の老朽化や陳腐化への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

課題7-1 既存住宅ストックを有効に活用できる住宅市場の形成が必要

・将来の住まいについて、子どもなどの親族に贈与または相談したいと

思っている回答者が約3割

・一方で、売却や賃貸を希望している回答者が約4割いる

出典：市民アンケート

市民アン

ケート

①現状のまま売却

したい 25.2%

②補修や修繕などを行

い売却したい 3.2%
③現状のまま

賃貸したい

9.5%

④補修や修繕などを行

い賃貸したい 2.9%

⑤取り壊して更地

にしたい 4.0%

⑥子どもなどの親族に

贈与または相談したい

34.7%

⑦保有し続け

たい 10.3%

⑧その他

10.1%

(n=377)



P50図54 もし中古住宅に住み替えるとした場合に気になるところについて

課題７ 進行する住宅の老朽化や陳腐化への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

出典：市民アンケート

課題7-1 既存住宅ストックを有効に活用できる住宅市場の形成が必要

・中古住宅に住み替える際に気になることでは、「トイレや台所、風呂な
どの設備の老朽度」が約６割で最も高く、「壁・窓の断熱性などの省エ
ネルギー性能」「購入後のリフォームの必要性やその費用」がこれに続
く。

市民アン

ケート

21.8

58.1

35.0

18.3

27.1

32.4

19.6

10.6

4.2

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①庭や駐車場など敷地内の余剰スペース

②トイレ・台所・風呂などの設備の老朽度

③壁・窓の断熱性などの省エネルギー性能

④床の段差や手すりなどのバリアフリー性能

⑤耐震性能などの建物の安全性

⑥購入後のリフォームの必要性やその費用

⑦隠れた瑕疵（傷や欠損）がないか

⑧保障やアフターサービスの有無

⑨中古に対して悪いイメージがある

⑩その他
(n=377)
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図57 高齢者が安心して暮らすために最も重要なこと
(再掲)

課題7-2 民間住宅の質の向上に向けた取組が必要

・今後の10年以内の住まいの希望は、「リフォームして、現在の住まいに
住み続ける」が約2割

・高齢者が安心して暮らすために重要なことでは、「高齢者の生活に対応
した住宅のバリアフリー化の促進（助成など）」が約2割

課題７ 進行する住宅の老朽化や陳腐化への対応

５．北広島市の住生活を取り巻く課題

市民アン

ケート

出典：市民アンケート

図56 今後の10年以内の住まいの希望

①家を新築・購入（一

戸建て・マンション）

5.0%

②家を建替える 1.6%

③中古住宅の購入

（一戸建て・マン

ション） 6.4%

④民間賃貸住宅（戸

建）へ転居 1.3%

⑤民間賃貸住宅（    

 ・     ）へ転居 7.2%

⑥ＵＲ賃貸住宅（旧公

団住宅）へ転居 2.9%

⑦道

営・

市営

住宅

へ転

居

3.7%

⑧社宅・官舎等への転

居 0.3%

⑨両親または子ども世

帯の住まいへ転居 0.5%

⑩高齢者施設（老人

ホーム等）へ入所 5.6%
⑪リフォームし

て、現在の家に住

み続ける 21.0%

⑫現状と変わ

らない住まい

（建替え、 

    の希望が

ない） 41.9%

⑬その他 2.7%

(n=377)

①高齢者の生活に対応

した住宅のバリアフ

リー化（段差解消、手

すり設置など）の促進

（助成など） 15.1%

②福祉サービスなどを

利用しやすい高齢者向

けのサービス付き住宅

等の整備 22.3%

③生活利便性の高い地

域の賃貸住宅等に住み

替えできる仕組み(持ち

家の適切な処分・活用

の支援等) 16.2%

④高齢者のための住宅

やサービス等に関する

情報提供・相談窓口の

充実 17.2%

⑤安心して暮らせる福

祉のまちづくり（道路

や施設の段差解消な

ど）の推進 12.5%

⑥高齢者が安心して暮

らせる地域コミュニ

ティの形成 10.9%

⑦その他 5.8%

(n=377)



課題８ 公営住宅の適正な維持管理への対応

課題8-1 市営住宅等の長寿命化が必要

・R7年末～R26年末にかけて、耐用年数1/2を経過する団地が2倍以上に増
加

・現地調査結果では、広島団地や輪厚団地の外壁など、一部の

団地で劣化が進行

図59 市営住宅の構造別・年代別供給戸数
出典：北広島市公営住宅等長寿命化計画をもとに更新

５．北広島市の住生活を取り巻く課題
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★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

関連計画



課題８ 公営住宅の適正な維持管理への対応

課題8-2 市営住宅等の管理戸数の適正化が必要

・将来を見据え、公的借家世帯数や著しい困窮年収未満の世帯数の推計を

踏まえて、目標管理戸数を設定

・今後の動向を見据えて適性な供給量を要検討

図60 目標管理戸数の設定
出典：北広島市公営住宅等長寿命化計画をもとに更新

５．北広島市の住生活を取り巻く課題
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★青字：現行計画の課題の見直し、または新たな課題

R6年6月（2024年） R13年（2031年）

管理戸数 目標管理戸数

332戸 概ね320戸～350戸

<参考>R23年（2041年）目標管理戸数：概ね290戸～320戸

関連計画


